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図 計画的・効率的な行政運営 

17.9 14.9 7.6 34.6 20.8

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（543人）

よくなった まあまあ
よくなった

あまりよく
なっていない

よくなって
いない

どちらとも
いえない

無回答

Ⅱ．調査の結果 

第１節 計画的、総合的な行政の推進について 

1-1 取り組みに対する評価（問 31） 

 「計画的・効率的な行政運営」は、“よくなった”が約２割、“よくなっていない”も約２割。 

 総合計画の策定や行政改革の進捗管理など、計画的・効率的な行政運営については「よくなっ

た」が 4.2％、「まあまあよくなった」が 17.9％で、あわせると“よくなった”が 22.1％です。 

 その一方、「あまりよくなっていない」が 14.9％、「よくなっていない」が 7.6％で、あわせる 

と“よくなっていない”が 22.5％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答者総数：543人）
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17.0

34.4

14.2

12.4

48.2

30.7

20.2

25.2

36.7

36.2

14.7

28.4

32.1

8.3

6.9

7.8

6.9

9.6 21.6

33.0

36.7

9.6

26.6

30.3

4.1

4.1

2.3

2.3

3.2

5.5

5.5

3.7

4.1

2.3

2.8

4.1

2.3

1.8

0.5

0.5

1.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行政改革の推進　　　　　　

計画的な人材育成　　　　　

職員研修の充実　　　　　　

住民ニーズに対応した行政　
サービスの高度化　　　　　

行政事務の高度化、効率化の
推進　　　　　　　　　　　

高度情報化推進のための整備

よくなった どちらかと
いうと
よくなった

かわらない どちらかと
いうとよく
なっていない

よくなって
いない

取り組みを
知らない

無回答

1-2 施策に対する満足度（満足度評価） 

 “よくなった”が『住民ニーズに対応した行政サービスの高度化』では６割以上。 

 各施策に対する満足度については、「よくなった」と「どちらかというとよくなった」をあわせ

た“よくなった”が、『住民ニーズに対応した行政サービスの高度化』では 65.2％と６割以上を

占め高い評価を得ています。 

その一方、『計画的な人材育成』では 16.5％、『職員研修の充実』では 14.7％と２割を下回り評

価が低くなっています。 

また、「取り組みを知らない」が『職員研修の充実』、『計画的な人材育成』、『高度情報化推進のた

めの整備』では３割以上を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

図 施策に対する満足度 （回答者総数：218人）
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取り組みが
不十分
23.8%

わからない
58.6%

よく
やっている
13.6%

無回答
4.1%

1-3 関連設問 

（１）受益者負担と行政サービスの関係（問 12） 

 「市民ニーズを調査し、サービス水準を取
捨選択」するが、４割を占める。 

 国や各自治体においては、厳しい財政状況

が続いています。 

 受益者（利用者）負担と行政サービスの関

係についてたずねたところ、「市民ニーズを

調査し、サービス水準を取捨選択」するが

40.5％で最も高くなっています。 

 次いで、「受益者負担でサービス水準を維

持」が 23.8％、「税金で負担し、サービス水

準を維持」が 19.7％で続いています。 

 

 

 

 

（２）行政改革に対する評価（問 13） 

 「よくやっている」が１割強、「取り組み
が不十分」が２割強。 

 行政改革に対する評価は、「わからない」

が 58.6％で最も高くなっています。 

 一方、「よくやっている」が 13.6％、「取

り組みが不十分」が 23.8％を占めています。 

 

 

 

 

図 受益者負担と行政サービスの関係 

（回答者総数：543人、単位：％）

図 行政改革に対する評価 

（回答者総数：543人、単位：％）

受益者負担
で、サービ
ス水準を
維持
23.8%

税金で負担
し、サービ
ス水準を
維持
19.7%

調査し、サ
ービス水準
を取捨選択
40.5%

その他
3.3%今の負担で､

サービス
水準を低下
4.1%

無回答
8.7%
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民間や
市民の力に
任せていく
33.9%

効果の低い
サービスは
廃止し
見直す
40.5%

すべて行政
が主体と
なって実施
8.3%

その他
2.0%

わからない
10.7%

無回答
4.6%

49.4

41.3

36.6

34.3

29.5

18.6

16.9

9.4

4.8

0.9

5.2

4.1

0.0 20.0 40.0 60.0

経費の節減や合理化　　　　　

事務・事業の整理合理化　　　

職員定数と、給与の適正化　　

組織・機構の見直し　　　　　

積極的に民間委託　　　　　　

職員の能力向上　　　　　　　

市民参加の機会を拡大　　　　

行政の高度情報化　　　　　　

市民と行政の関与のルール作り

その他

特にない

無回答

（３）今後の行政サービスのあり方（問 14） 

 「効果の低いサービスは廃止し見直す」が
約４割。 

 今後の行政サービスのあり方について、た

ずねたところ、「効果の低いサービスは廃止

し見直す」が 40.5％で最も高くなっていま

す。 

 次いで「民間や市民の力に任せていく」が

33.9％、「すべて行政が主体となって実施」

は 8.3％に止まっています。 

 

 

 

 

 

 

（４）優先的に取り組むべきこと（問 15） 

 「経費の節減や合理化」が約５割。 

 今後、さらに行政改革をすすめるため、優

先的に取り組むべきことをたずねたところ、

「経費の節減や合理化」が 49.4％で最も高

く、次いで「事務・事業の整理合理化」が

41.3％、「職員定数と、給与の適正化」が

36.6％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

図 今後の行政サービスのあり方 

（回答者総数：543人、単位：％）

図 優先的に取り組むべきこと（複数回答） 

（回答者総数：543人、単位：％）
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（回答者総数：543人）

7.2 26.2 13.1 7.9 24.9 20.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（543人）

よくなった まあまあ
よくなった

あまりよく
なっていない

よくなって
いない

どちらとも
いえない

無回答

 

第２節 行政施設の整備について 

2-1 取り組みに対する評価（問 31） 

 「行政施設の整備」は、“よくなった”が約３割、“よくなっていない”が約２割。 

 行政施設の建設・改修など、行政施設の整備については「よくなった」が 7.2％、「まあまあよ

くなった」が 26.2％で、あわせると“よくなった”が 33.4％です。 

 その一方、「あまりよくなっていない」が 13.1％、「よくなっていない」が 7.9％で、あわせる 

と“よくなっていない”が 21.0％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2 施策に対する満足度（満足度評価） 

 “よくなった”が『既存施設の有効活用』では 38.1％。 

 各施策に対する満足度については、「よくなった」と「どちらかというとよくなった」をあわせ

た“よくなった”が『既存施設の有効活用』では 38.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

図 行政施設の整備 

図 施策に対する満足度 （回答者総数：218人）

6.4 31.7 29.4 7.3 10.1 13.8 1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

既存施設の有効活用

よくなった どちらかと
いうと
よくなった

かわらない どちらかと
いうとよく
なっていない

よくなって
いない

取り組みを
知らない

無回答
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13.3 16.6 12.9 32.6 22.5

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（543人）

よくなった まあまあ
よくなった

あまりよく
なっていない

よくなって
いない

どちらとも
いえない

無回答

 

第３節 健全な財政運営について 

3-1 取り組みに対する評価（問 31） 

 「健全な財政運営」は、“よくなった”が２割弱、“よくなっていない”は約３割。 

 納税啓発や歳入・歳出の執行管理など、健全な財政運営については「よくなった」が 2.2％、「ま

あまあよくなった」が 13.3％で、あわせると“よくなった”が 15.5％です。 

 その一方、「あまりよくなっていない」が 16.6％、「よくなっていない」が 12.9％で、あわせる 

と“よくなっていない”が 29.5％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 健全な財政運営 （回答者総数：543人）
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図 広域的な視点によるまちづくり 

23.2 15.1 8.5 28.4 21.2

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（543人）

よくなった まあまあ
よくなった

あまりよく
なっていない

よくなって
いない

どちらとも
いえない

無回答

 

第４節 広域的な視点によるまちづくりの推進について 

4-1 取り組みに対する評価（問 31） 

 「広域的なまちづくり」は、“よくなった”が３割弱、“よくなっていない”が２割強。 

 印旛郡市広域行政圏計画の推進など、広域的な視点によるまちづくりについては、「よくなっ

た」が 3.7％、「まあまあよくなった」が 23.2％で、あわせると“よくなった”が 26.9％です。 

 その一方、「あまりよくなっていない」が 15.1％、「よくなっていない」が 8.5％で、あわせる 

と“よくなっていない”が 23.6％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答者総数：543人）
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図 市民に開かれたシステムの確立 

7.0 30.2 12.2 24.5 21.4

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（543人）

よくなった まあまあ
よくなった

あまりよく
なっていない

よくなって
いない

どちらとも
いえない

無回答

 

第５節 市民に開かれたシステムの確立について 

5-1 取り組みに対する評価（問 31） 

「市民に開かれたシステムの確立」は、“よくなった”が４割弱、“よくなっていない”が２割弱。 

 広報紙の発行や市民参加機会の確保など、市民に開かれたシステムの確立については、「よくな

った」が 7.0％、「まあまあよくなった」が 30.2％で、あわせると“よくなった”が 37.2％です。 

 その一方、「あまりよくなっていない」が 12.2％、「よくなっていない」が 4.8％で、あわせる 

と“よくなっていない”が 17.0％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答者総数：543人）
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6.9

10.1

8.3

11.5

6.4

6.9

33.9

37.2

30.3

30.3

34.4

23.9

31.7

29.4

34.4

28.0

40.8

36.2

29.4

41.7

29.8

28.0

6.4

6.4

6.4

8.7

8.3

6.4

7.3

6.4

11.0

11.9

10.6

14.7

12.4

15.1

14.2

19.7

3.2

5.5

3.2

4.1

5.0

5.0

5.0

4.1

4.6

5.0

2.8

2.8

2.3

3.2

3.2

1.8

1.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報公開の推進　　　　　　　

市民参加型の広報紙づくり　　

多様なメディアの活用　　　　

行政情報窓口の充実　　　　　

広聴手段の拡充　　　　　　　

市民の意見を反映するシステム
の検討　　　　　　　　　　　

市民の参加機会の拡充　　　　

市民の参加意識の高揚　　　　

よくなった どちらかと
いうと
よくなった

かわらない どちらかと
いうとよく
なっていない

よくなって
いない

取り組みを
知らない

無回答

5-2 施策に対する満足度（満足度評価） 

 “よくなった”が『市民参加型の広報紙づくり』、『広聴手段の拡充』、『情報公開の推進』では
４割以上。 

 各施策に対する満足度については、「よくなった」と「どちらかというとよくなった」をあわせ

た“よくなった”が、『市民参加型の広報紙づくり』では 47.3％、『広聴手段の拡充』では 45.9％、

『情報公開の推進』では 40.8％と４割以上を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

図 施策に対する満足度 （回答者総数：218人）
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図 現在、活用している広報手段 

36.3

6.4

33.5

34.1

31.7

9.0

22.1

15.1

26.3

12.2

21.5

13.8

16.9

16.8

21.4

14.0

25.2

15.7

12.0

57.8

43.3

48.6

17.3

45.1

17.9

14.2

11.4

12.9

8.8

14.0

10.9

3.5

2.0

2.0

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

こうほう佐倉　　

市のホームページ

チャンネルさくら
（ＣＡＴＶ）　　

市の窓口や担当課
を通じて　　　　

町内の回覧板　　

町内の掲示板　　

新聞・テレビ・　
ラジオ　　　　　

よく活用
している

たまに活用
している

あまり活用
していない

活用していない
(活用できない)

無回答

5-3 関連設問 

（１）現在、活用している広報手段（問７） 

 『こうほう佐倉』や『町内の回覧版』、『新聞・テレビ・ラジオ』が比較的高い。 

 市では、様々な広報手段を用いて、市民の皆さまへの情報提供に努めています。 

 現在、活用している広報手段をたずねたところ、「よく活用している」と「たまに活用している」

をあわせた“活用している”は『こうほう佐倉』が 68.0％、『町内の回覧版』が 59.8％、『新聞・

テレビ・ラジオ』が 55.6％で比較的高くなっています。 

 その一方、「あまり活用していない」と「活用していない（活用できない）」をあわせた“活用

していない”は『市のホームページ』が 74.7％、『市の窓口や担当課を通じて』が 70.0％、『町内

の掲示板』が 70.3％で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（回答者総数：543人）
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図 今後、活用したい広報手段 

40.7

11.0

10.9

7.9

29.3

8.7

33.9

42.0

38.3

36.6

40.5

40.1

33.5

35.0

7.2

11.6

16.4

9.8

17.5

7.2

6.4

27.3

26.5

20.1

10.7

23.9

11.4

9.9

7.2

16.2

14.4

15.1

10.1

16.4

12.5

84.7

1.1
2.4

3.7

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

こうほう佐倉　　

市のホームページ

チャンネルさくら
（ＣＡＴＶ）　　

市の窓口や担当課
を通じて　　　　

町内の回覧板　　

町内の掲示板　　　

新聞・テレビ・　
ラジオ　　　　　

その他

ぜひ
活用したい

できるだけ
活用したい

あまり活用
したくない

活用しない 無回答

（２）今後、活用したい広報手段（問７） 

 『市のホームページ』や『チャンネルさくら（ＣＡＴＶ）』、『市の窓口や担当課を通じて』の 
今後の活用意向は約半数。 

 今後、活用したい広報手段をたずねたところ、「ぜひ活用したい」と「できるだけ活用したい」

をあわせた“活用したい”は『こうほう佐倉』が 82.7％で特に高く、『町内の回覧版』が 69.4％、

『新聞・テレビ・ラジオ』が 68.9％で続いています。 

 その一方、現在、活用している広報手段として活用状況が低い『市のホームページ』の意向は

49.3％、『チャンネルさくら（ＣＡＴＶ）』が 47.5％、『市の窓口や担当課を通じて』が 48.4％で

す。また、『町内の掲示板』の活用意向は 42.2％です。 

 

 

 

 

 

 

 

（回答者総数：543人）
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ある
21.2%

ない
76.8%

無回答
2.0%

43.5

35.7

33.0

19.1

12.2

7.0

3.5

4.3

0.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

直接、担当課の職員に話した　

アンケート調査などに協力した

連絡長を通じて要望した　　　

説明会などに参加した　　　　

市長への手紙を出した　　　　

議会に陳情または請願を出した

公募等により各種委員会に参加
した　　　　　　　　　　　　

その他

無回答

問８-２へ 

（３）意見や要望を市に伝えたことの有無（問８） 

 「ある」が約２割。 

 意見や要望を市に伝えたことの有無をた

ずねたところ、「ある」が 21.2％を占めてい

ます。 

 その一方、「ない」が 76.8％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）伝えたときの手段（問８－１） 

 “直接、担当課へ”が最も高く、次いで“ア
ンケート調査”、“連絡長を通じて”。 

 意見や要望を市に伝えたことがあると回

答した人に、その際の方法や手段をたずねま

した。 

 その結果、「直接、担当課の職員に話した」

が 43.5％で最も高く、次いで「アンケート

調査などに協力した」が 35.7％、「連絡長を

通じて要望した」が 33.0％で続いています。 

 

 

 

 

 

図 意見や要望を市に伝えたことの有無 

（回答者総数：543人、単位：％）

図 伝えたときの手段（複数回答） 

（回答者総数：115人、単位：％）
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52.5

36.2

21.3

19.2

12.7

1.7

1.4

4.3

5.8

0.0 20.0 40.0 60.0

アンケート調査などに協力する

直接、担当課の職員に話す　　

連絡長を通じて要望する　　　

市長への手紙を出す　　　　　

説明会などに参加する　　　　

議会に陳情または請願を出す　

公募等により各種委員会に参加
する　　　　　　　　　　　　

その他

無回答

49.5

39.2

14.7

12.3

10.1

2.8

1.8

8.1

3.7

0.0 20.0 40.0 60.0

自治会、町内会の活動を通じて
協力　　　　　　　　　　　　

アンケートなどで協力　　　　

ボランティアやＮＰＯなどで行
動　　　　　　　　　　　　　

まちづくりは行政や議会に任せ
る　　　　　　　　　　　　　

説明会や懇談会に参加　　　　

各種市民公募の委員会等に参加

その他

関心がない

無回答

（５）今後、伝える場合の手段（問８－２） 

 「アンケート調査などに協力する」が 
約半数。 

 意見や要望を市に伝えたことがないと回

答した人に、今後、市に対する意見・要望を

伝える際の手段をたずねました。 

 その結果、「アンケート調査などに協力す

る」が 52.5％で最も高くなっています。 

 次いで、「直接、担当課の職員に話す」が

36.2％、「連絡長を通じて要望する」が

21.3％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）市政やまちづくりへのかかわり方（問９） 

 「自治会、町内会の活動を通じて協力」が 
約半数。次いで「アンケートなどで協力」。 

 まちづくりは市民の皆さまの協力が不可

欠です。 

今後、どのような形で市政やまちづくりに

かかわっていきたいかについて、たずねたと

ころ、「自治会、町内会の活動を通じて協力」

が 49.5％で最も高く、次いで「アンケート

などで協力」が 39.2％で続いています。 

 また、「ボランティアやＮＰＯなどで行

動」も 14.7％になっています。 

 

 

 

 

図 市政やまちづくりへのかかわり方（複数回答） 

（回答者総数：543人、単位：％）

図 今後、伝える場合の手段（複数回答） 

（回答者総数：417人、単位：％）
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知っている
13.8%

聞いたこと
はある
35.0%

知らない
48.4%

無回答
2.8%

（７）情報公開条例の周知度（問 16） 

 「知っている」は 13.8％。 

 市では、平成８年 10月より佐倉市情報公

開条例を運用しています。 

 この情報公開条例の周知度をたずねたと

ころ「知っている」は 13.8％です。 

 その一方、「聞いたことはある」が 35.0％、

「知らない」が 48.4％を占めています。 

  

 

 

 

図 情報公開条例の周知度 

（回答者総数：543人、単位：％）
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図 コミュニティ活動の推進 

7.9 26.3 12.9 26.9 21.2

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（543人）

よくなった まあまあ
よくなった

あまりよく
なっていない

よくなって
いない

どちらとも
いえない

無回答

6.4

8.7

22.0

18.3

24.8

28.9

41.3

37.2

41.3

38.1

11.0

8.7

7.3

9.2

6.0

12.8

28.0

8.7

8.7

5.0

3.7 5.0

5.5

5.5

0.8

2.3

2.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

意識の啓発　　　　　　　

自治会設立の推進　　　　

自治会集会施設等の建設、
整備　　　　　　　　　　

コミュニティ施設の整備　

よくなった どちらかと
いうと
よくなった

かわらない どちらかと
いうとよく
なっていない

よくなって
いない

取り組みを
知らない

無回答

 

第６節 コミュニティ活動の推進について 

6-1 取り組みに対する評価（問 31） 

 「コミュニティ活動の推進」は、“よくなった”が３割強、“よくなっていない”が２割弱。 

 コミュニティ活動の支援など、コミュニティ活動の推進については、「よくなった」が 7.9％、

「まあまあよくなった」が 26.3％で、あわせると“よくなった”が 34.2％です。 

 その一方、「あまりよくなっていない」が 12.9％、「よくなっていない」が 4.8％で、あわせる 

と“よくなっていない”が 17.7％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-2 施策に対する満足度（満足度評価） 

 特に評価が低いのは『自治会設立の推進』で“よくなった”が２割程度。 

 各施策に対する満足度については、「よくなった」と「どちらかというとよくなった」をあわせ

た“よくなった”がすべて４割を下回っており、特に評価が低いのは『自治会設立の推進』で 22.0％

と２割程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答者総数：543人）

図 施策に対する満足度 （回答者総数：218人）
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会えば
世間話を
する程度
28.9%

会えば
あいさつを
交わす程度
40.9%

毎日のよう
にお互いに
行き来する
3.5%

つきあいは
ほとんど
ない
5.7% 時々

家を訪問し
たり、され
たりする
19.5%

無回答
1.5%

加入
している
93.0%

無回答
1.1%加入

していない
5.9%

問 18-１へ 

6-3 関連設問 

（１）近所づきあいの程度（問 17） 

 「会えばあいさつを交わす程度」が４割。 

 近所づきあいの程度をたずねたところ、

「会えばあいさつを交わす程度」が 40.9％

で最も高く、次いで「会えば世間話をする程

度」が 28.9％、「時々家を訪問したり、され

たりする」が 19.5％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自治会・町内会への加入の有無（問 18） 

 「加入している」が９割以上。 

 市民（世帯）の自治会・町内会への加入状

況をたずねたところ、「加入している」が

93.0％で大半を占めています。 

 その一方、「加入していない」が 5.9％で

す。 

 

 

 

 

 

 

図 近所づきあいの程度 

（回答者総数：543人、単位：％）

図 自治会・町内会への加入の有無 

（回答者総数：543人、単位：％）
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28.1

21.9

15.6

15.6

9.4

6.3

3.1

0.0

0.0

25.0

6.3

0.0 10.0 20.0 30.0

必要性を感じない　　　　

勧誘されなかった　　　　

時間的に無理　　　　　　

自治・町内会がない　　　

存在を知らなかった　　　

活動を強制されるのがいや

役員や当番になるのがいや

会費が高い　　　　　　　

近所づきあいをしたくない

その他

無回答

36.3

26.2

24.5

21.4

17.7

17.5

13.6

12.7

12.0

9.6

9.4

8.8

1.3

13.3

26.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

レクリエーションなどの親睦　

地域の環境美化　　　　　　　

防災・防犯・交通など安全確保

リサイクルなどごみの減量化　

集会所等の維持管理　　　　　

公園や道路の管理　　　　　　

子育て支援・青少年健全育成　

高齢者・障害者を支える福祉　

健康の維持・増進　　　　　　

街並み・景観形成　　　　　　

行政機関への要望・提案　　　

地域の課題の発見・自主的解決

その他

特にない

無回答

（３）未加入の理由（問 18－１） 

 「必要性を感じない」が最も高い。 

 市民（世帯）が自治会・町内会に「加入し

ていない」と回答した人に未加入の理由をた

ずねました。 

 その結果、「必要性を感じない」が 28.1％、

「勧誘されなかった」が 21.9％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）現在の自治会・町内会活動への参加の有無（問 19） 

 「レクリエーションなどの親睦」が４割弱。 

 現在、住んでいる地域の自治会・町内会活

動への参加の有無をたずねたところ、「レク

リエーションなどの親睦」が 36.3％で最も

高く、次いで「地域の環境美化」が 26.2％、

「防災・防犯・交通など安全確保」が 24.5％

で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 未加入の理由（複数回答） 

（回答者総数：32人、単位：％）

図 現在の自治会・町内会活動への参加の有無（複数回答）

（回答者総数：543人、単位：％）
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25.0

23.0

22.5

18.6

17.7

17.3

15.7

13.6

13.6

13.1

12.5

7.4

1.8

14.2

29.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

高齢者・障害者を支える福祉　

防災・防犯・交通など安全確保

健康の維持・増進　　　　　　

地域の環境美化　　　　　　　

リサイクルなどごみの減量化　

街並み・景観形成　　　　　　

レクリエーションなどの親睦　

地域の課題の発見・自主的解決

行政機関への要望・提案　　　

公園や道路の管理　　　　　　

子育て支援・青少年健全育成　

集会所等の維持管理　　　　　

その他

特にない

無回答

42.2

24.3

16.0

11.4

7.6

2.8

5.0

17.9

11.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

広域的な課題に対応する　　

新しい活動に取り組む　　　

会員の声をもっと反映する　

プライバシーに配慮した運営

わかりやすい運営を心がける

加入世帯を増やす　　　　　

その他

特に改善すべき点はない

無回答

（５）今後の自治会・町内会活動への参加の意向（問 19） 

 「高齢者・障害者を支える福祉」が高い。 

 今後、住んでいる地域の自治会・町内会活

動への参加の意向をたずねたところ、「高齢

者・障害者を支える福祉」の活動が 25.0％

で最も高く、次いで「防災・防犯・交通など

安全の確保」が 23.0％、「健康の維持・増進」

が 22.5％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）自治会・町内会活動の改善点（問 20） 

 防犯や福祉などの「広域的な課題に対応 
する」が最も高い。 

 現在、住んでいる地域の自治会・町内会活

動の改善すべき点についてたずねたところ、

防犯や福祉などの「広域的な課題に対応す

る」が 42.2％で最も高くなっています。 

 次いで、活動のマンネリ化を防ぎ「新しい

活動に取り組む」が 24.3％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 自治会・町内会活動の改善点（複数回答） 

（回答者総数：543人、単位：％）

図 今後の自治会・町内会活動への参加の意向（複数回答）

（回答者総数：543人、単位：％）
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知っている
59.5%

知らない
33.7%

無回答
6.8%

21.5

19.3

18.4

16.0

0.6

15.7

8.5

0.0 10.0 20.0 30.0

パイプ役は自治会長等でよい　

役割分担した方がよい　　　　

連絡長制度を維持した方がよい

自治会等の関係にした方がよい

その他

わからない

無回答

（７）連絡長制度の周知度（問 21） 

 「知っている」が６割。 

 市では、各地区の連絡長に市からのお知ら

せ文書の配布や、市政に対する要望の提出を

お願いしています。 

 この連絡長制度の周知度をたずねたとこ

ろ「知っている」が 59.5％を占めています。 

 その一方、「知らない」が 33.7％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）行政と自治会・町内会の望ましい関係（問 22） 

 行政との「パイプ役は自治会長等でよい」 
が、やや高い。 

 連絡長をされている方の中には、自治会長、

町内会長、区長などの役職も兼務されている

場合が多くあります。 

 今後、行政と自治会・町内会の望ましい関

係についてたずねたところ、行政との「パイ

プ役は自治会長等でよい」が 21.5％で高く、

次いで、同じ人に役割が集中しないように

「役割分担した方がよい」が 19.3％で続い

ています。 

 

 

 

 

 

図 連絡長制度の周知度 

（回答者総数：543人、単位：％）

図 行政と自治会・町内会の望ましい関係 

（回答者総数：543人、単位：％）
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4.2

4.8

22.5

24.9

34.6

3.9

5.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

月に数回利用する　　　

月に１回程度は利用する

年に数回利用する　　　

数年に１度は利用する　

利用したことがない　　

集会所がない　　　　　

無回答

66.3

23.2

12.4

9.5

8.2

6.5

11.4

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

地区の総会・役員会　　　　　

趣味に関する活動　　　　　　

子ども会等子育て支援に関する
活動　　　　　　　　　　　　

防犯・リサイクルなどの地域活
動　　　　　　　　　　　　　

高齢者や障害者を支える福祉活
動　　　　　　　　　　　　　

健康の維持・増進に関する活動

その他

無回答

（９）地区の集会所の利用有無（問 23） 

 「利用したことがない」が３割以上。 

 地区の集会所の利用有無をたずねたとこ

ろ、「利用したことがない」が 34.6％で最も

高くなっています。 

 また、「数年に一度は利用する」が 24.9％、

「年に数回利用する」が 22.5％で続いてい

ます。 

 その一方、「月に数回利用する」は 4.2％、

「月に１回程度は利用する」は 4.8％であわ

せも１割を下回ります。 

 

 

 

 

 

（10）地区の集会所を利用した目的（問 23－１） 

 「地区の総会・役員会」が多くを占める。 

 地区の集会所を利用したことがある人に、

集会所を利用した目的をたずねました。 

 その結果、「地区の総会・役員会」が

66.3％で特に高くなっています。 

 次いで、「趣味に関する活動」が 23.2％、

「子ども会等子育て支援に関する活動」が

12.4％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

図 地区の集会所の利用有無 

（回答者総数：543人、単位：％）

図 地区集会所を利用した目的（複数回答） 

（回答者総数：306人、単位：％）
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48.4

18.0

10.9

7.2

5.9

1.7

7.9

0.0 20.0 40.0 60.0

町内会、自治会くらいの範囲

７地区単位の範囲　　　　　

小学校区くらいまでの範囲　

中学校区くらいまでの範囲　

市内全域　　　　　　　　　

その他

無回答

43.6

20.4

14.9

2.9

1.8

9.2

7.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

住民と行政が分担し、協働　　

住民主体で、行政は側面から協
力　　　　　　　　　　　　　

行政主導で、住民はそれに協力

行政が主体　　　　　　　　　

住民主体で、行政に頼らない　

わからない

無回答

（11）身近さを感じるコミュニティの範囲（問 24） 

 「町内会、自治会くらいの範囲」が半数。 

 住民が一体感や身近さを感じられるコミ

ュニティの範囲をたずねたところ、「町内会、

自治会くらいの範囲」が 48.4％で最も高く

なっています。 

 次いで、佐倉、根郷、和田、弥富、臼井、

千代田、志津の「７地区単位の範囲」が18.0％

で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）住みよいまちづくりへの考え方（問 25） 

 「住民と行政が分担し、協働」で進めるが
４割以上。 

 住んでいる地域をより住みやすくするた

めに、どのようなまちづくりの考え方が大切

か、たずねたところ「住民と行政が分担し、

協働」で進めるが 43.6％で、最も高くなっ

ています。 

 次いで、「住民主体で、行政は側面から協

力」するが 20.4％、「行政主導で、住民はそ

れに協力」するが 14.9％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

図 身近さを感じるコミュニティの範囲 

（回答者総数：543人、単位：％）

図 住みよいまちづくりへの考え方 

（回答者総数：543人、単位：％）
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現在、参加
している
12.0%

参加した
ことはある
28.0%

参加した
ことはない
55.1%

無回答
5.0%

できれば
参加したい
50.3%あまり参加

したくない
29.5%

ぜひ、参加
したい
3.3%参加

したくない
11.1%

無回答
5.8%

（13）地域づくりや社会貢献活動への参加の有無（問 26） 

 「参加したことはない」が約半数。 

 これまでに地域活動やボランティア、ＮＰ

Ｏ等の地域づくりや社会貢献活動への参加

の有無をたずねたところ、「参加したことは

ない」が 55.1％を占めています。 

 その一方、「現在、参加している」が

12.0％、過去に「参加したことはある」が

28.0％です。 

 

 

 

 

 

 

 

（14）今後の参加意向（問 26－１） 

 “参加したい”が５割強。 
  一方、“参加したくない”が４割。 

 過去に「参加したことはある」もしくは「参

加したことはない」と回答した人に、今後の

参加意向をたずねました。 

 その結果、「ぜひ、参加したい」が 3.3％、

「できれば参加したい」が 50.3％で、あわ

せると“参加したい”が 53.6％を占めてい

ます。 

その一方、「あまり参加したくない」が

29.5％、「参加したくない」が 11.1％で、あ

わせると“参加したくない”が 40.6％です。 

 

 

 

図 地域づくりや社会貢献活動への参加の有無 

（回答者総数：543人、単位：％）

図 今後の参加意向 

（回答者総数：451人、単位：％）
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あるのを知
らなかった
69.4%

よく利用
している
0.6% たまに利用

している
2.0%

知っている
程度
20.6%

無回答
7.4%

図 今後の利用意向 

6.1

34.4

28.2

31.3

25.2

29.8

19.5

26.9

21.0

25.6

20.3

26.5

24.3

24.5

28.7

28.2

15.5

15.7

17.9

17.1

18.4

18.0

76.2

3.9

2.8

2.0

3.7

0.2
1.5

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

交流コーナー　　　　　

印刷・作業コーナー　　

情報・パソコンコーナー

会議室　　　　　　　　

市民公益活動情報サイト

その他

ぜひ利用したい 機会があれば利用したい 利用しない わからない 無回答

（15）｢市民公益活動サポートセンター｣の利用の有無（問 27） 

 “利用している”は 2.6％。 

 「市民公益活動サポートセンター」の利用

の有無をたずねたところ「よく利用してい

る」が 0.6％、「たまに利用している」が

2.0％で、あわせると“利用している”が

2.6％です。また、「知っている程度」が

20.6％です。 

 その一方、「あるのを知らなかった」が

69.4％を占めています。 

 

 

 

 

 

（16）今後の利用意向（問 28） 

 “利用したい”は『交流コーナー』、『情報・パソコンコーナー』、『市民公益活動情報サイト』
がともに３割以上。 

 「市民公益活動サポートセンター」の今後の利用意向をたずねました。 

その結果、「ぜひ利用したい」と「機会があれば利用したい」をあわせた、“利用したい”は『交

流コーナー』が 38.3％、『情報・パソコンコーナー』が 37.4％、『市民公益活動情報サイト』が

33.5％で比較的高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

図 ｢市民公益活動サポートセンター｣の利用の有無 

（回答者総数：543人、単位：％）

（回答者総数：543人）
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（回答者総数：543人）

7.7 25.0 7.2 32.4 23.6

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（543人）

よくなった まあまあ
よくなった

あまりよく
なっていない

よくなって
いない

どちらとも
いえない

無回答

9.6

7.3

36.2

30.7

34.9

20.2

25.7

27.1

25.7

25.7

24.3

5.0 3.7

4.6

4.1 0.9

1.8

0.9

3.2

4.1

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

公共施設情報システムの構築

市民活動支援システムの構築

行政情報提供システムの整備

よくなった どちらかと
いうと
よくなった

かわらない どちらかと
いうとよく
なっていない

よくなって
いない

取り組みを
知らない

無回答

 

第７節 情報ネットワークづくりの推進について 

7-1 取り組みに対する評価（問 31） 

 「情報ネットワークの推進」は、“よくなった”が３割強、“よくなっていない”が１割強。 

 インターネットを活用したシステムの導入など、情報ネットワークづくりの推進については、

「よくなった」が 7.7％、「まあまあよくなった」が 25.0％で、あわせると“よくなった”が 32.7％

です。 

 その一方、「あまりよくなっていない」が 7.2％、「よくなっていない」が 4.1％で、あわせる 

と“よくなっていない”が 11.3％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-2 施策に対する満足度（満足度評価） 

 “よくなった”が『公共施設情報システムの構築』では４割以上。 

 各施策に対する満足度については、「よくなった」と「どちらかというとよくなった」をあわせ

た“よくなった”が『公共施設情報システムの構築』では 45.8％と４割以上を占めています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 情報ネットワークづくりの推進 

図 施策に対する満足度 （回答者総数：218人）



第６章 まちづくりの推進について 

- 253 - 

ある
65.4%

ない
33.7%

無回答
0.9%

接続
している
76.9%

接続
していない
22.0%

無回答
1.1%

問 10-２へ 

7-3 関連設問 

（１）パソコンの所有の有無（問 10） 

 「ある」が６割以上。「ない」が約３割。 

 自宅にパソコンを所有しているか、たずね

たところ「ある」が 65.4％を占めています。 

 その一方、「ない」が 33.7％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）インターネット接続の状況（問 10－１） 

 現在、「接続している」が８割弱。 

 パソコンを所有していると回答した人に、

自宅のパソコンをインターネットに接続し

ているか、たずねました。 

 その結果、「接続している」が 76.9％を占

め、「接続していない」は 22.0％です。 

  

 

 

 

 

 

図 パソコンの所有の有無 

（回答者総数：543人、単位：％）

図 インターネット接続の状況 

（回答者総数：355人、単位：％）
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購入する
意思がある
32.2%

購入したい
とは

思わない
65.0%

無回答
2.7%

46.2

28.6

10.9

5.0

2.5

3.4

3.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

必要性を感じない　　

操作がわからない　　

携帯電話で用が足りる

値段が高い　　　　　

職場など、他に使える
ところがある　　　　

その他

無回答

（３）パソコン購入の意向（問 10－２） 

 今後、「購入する意思がある」が約３割。 

 パソコンを所有していないと回答した人

に、今後のパソコンの購入意向をたずねまし

た。 

 その結果、「購入する意思がある」が

32.2％である一方、「購入したいとは思わな

い」が 65.0％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）購入しない理由（問 10－３） 

 「必要性を感じない」が約５割。 

 さらに、現在、パソコンを所有しておらず、

今後もパソコンを購入したくないと回答し

た人に購入したくない理由をたずねました。 

 その結果、「必要性を感じない」が 46.2％

で最も高く、次いで「操作がわからない」が

28.6％で続いています。 

 

 

 

図 パソコン購入の意向 

（回答者総数：183人、単位：％）

図 購入したくない理由 

（回答者総数：119人、単位：％）
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見たことは
ない
67.0%

あまり見な
い（年に数
回程度）
19.5%

無回答
3.1%

よく見る
（週に数回
程度）
2.0%

たまに見る
（月に数回
程度）
8.3%

38.3

30.9

30.2

21.0

19.8

17.9

13.0

11.7

10.5

9.9

6.8

5.6

4.3

6.2

11.1

1.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

手続き(申請書)、窓口について

医療・保健に関する情報　　　

観光の情報　　　　　　　　　

福祉の情報　　　　　　　　　

佐倉市の人口などの基本情報　

施設などのテレホンガイド　　

災害の情報　　　　　　　　　

教育・学習に関する情報　　　

公共施設の予約　　　　　　　

相談窓口に関する情報　　　　

広報紙　　　　　　　　　　　

Ｑ＆Ａ　　　　　　　　　　　

リンク集　　　　　　　　　　

その他

特にない

無回答

問 11-２へ 

（５）市のホームページの閲覧の有無（問 11） 

 “見る（週～月に数回）”が１割程度。 

 職場や家庭等のパソコンで、「佐倉市のホ

ームページ」を閲覧したことがあるか、たず

ねたところ、「よく見る（週に数回程度）」が

2.0％、「たまに見る（月に数回程度）」が

8.3％であわせると、“見る”が 10.3％です。 

 また、「あまり見ない（年に数回程度）」が

19.5％、さらに「見たことはない」が 67.0％

で多くを占めています。 

 

 

 

 

 

 

（６）市のホームページで役に立った情報（問 11－１） 

 「手続き（申請書）、窓口について」や「医
療・保健に関する情報」、「観光の情報」が、

比較的高い。 

 佐倉市のホームページを「よく見る」、「た

まに見る」、「あまり見ない」と回答した“見

たことがある”人に、役に立った情報につい

てたずねました。 

 その結果、「手続き（申請書）、窓口につい

て」が 38.3％で最も高く、次いで「医療・

保健に関する情報」が 30.9％、「観光の情

報」が 30.2％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

図 市のホームページの閲覧の有無 

（回答者総数：543人、単位：％）

図 市のホームページで役に立った情報(複数回答) 

（回答者総数：162人、単位：％）
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33.0

25.3

19.5

10.7

3.0

1.9

2.2

4.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

必要が無かった　　　　　　　

家庭や職場に使えるパソコンが
ない　　　　　　　　　　　　

パソコンの操作がわからない　

Ｈ・Ｐがあることを知らなかっ
た　　　　　　　　　　　　　

知りたい情報がなさそう　　　

面白くなさそう　　　　　　　

その他

無回答

（７）市のホームページを見たことがない理由（問 11－２） 

 「必要が無かった」と「家庭や職場に使え
るパソコンがない」が、比較的高い。 

 佐倉市のホームページを「見たことがな

い」と回答した人に、その理由をたずねまし

た。 

 その結果、「必要が無かった」が 33.0％を

占めているものの、「家庭や職場に使えるパ

ソコンがない」が 25.3％で、比較的高くな

っています。 

 

 

図 市のホームページを見たことがない理由 

（回答者総数：364人、単位：％）



第６章 まちづくりの推進について 

- 257 - 

図 平和で思いやりのある社会づくり 

19.5 15.1 33.7 21.4

4.8 5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（543人）

よくなった まあまあ
よくなった

あまりよく
なっていない

よくなって
いない

どちらとも
いえない

無回答

9.6

6.9

28.9

27.1

24.8

35.3

38.1

45.4

15.1

20.6

13.3

3.7

3.2

4.6

3.2 4.6

3.2

4.1

2.3

2.8

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平和施策の充実

啓発活動の強化

相談業務の充実

よくなった どちらかと
いうと
よくなった

かわらない どちらかと
いうとよく
なっていない

よくなって
いない

取り組みを
知らない

無回答

 

第８節 平和で思いやりのある地域社会づくりについて 

8-1 取り組みに対する評価（問 31） 

 「平和で思いやりのある社会づくり」は、“よくなった”“よくなっていない”ともに２割程度。 

 平和意識や人権意識を高める講演会など、平和で思いやりのある社会づくりについては、「よく

なった」が 4.8％、「まあまあよくなった」が 19.5％で、あわせると“よくなった”が 24.3％で

す。 

 その一方、「あまりよくなっていない」が 15.1％、「よくなっていない」が 5.5％で、あわせる 

と“よくなっていない”が 20.6％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8-2 施策に対する満足度（満足度評価） 

 “よくなった”がどれも３割台となっており、『啓発活動の強化』では 30.8％。 

 各施策に対する満足度については、「よくなった」と「どちらかというとよくなった」をあわせ

た“よくなった”がどれも３割台となっており、最も評価が低いのは『啓発活動の強化』で 30.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答者総数：543人）

図 施策に対する満足度 （回答者総数：218人）
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図 男女共同参画社会の実現 

17.5 14.7 35.7 22.7

4.1 5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（543人）

よくなった まあまあ
よくなった

あまりよく
なっていない

よくなって
いない

どちらとも
いえない

無回答

 

第９節 男女共同参画社会の実現について 

9-1 取り組みに対する評価（問 31） 

 「男女共同参画社会の実現」は、“よくなった”“よくなっていない”ともに２割程度。 

 佐倉市男女平等参画推進条例の制定など、男女共同参画社会の実現については、「よくなった」

が 4.1％、「まあまあよくなった」が 17.5％で、あわせると“よくなった”が 21.6％です。 

 その一方、「あまりよくなっていない」が 14.7％、「よくなっていない」が 5.3％で、あわせる 

と“よくなっていない”が 20.0％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答者総数：543人）
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6.9

33.9

27.5

23.9

12.8

24.3

22.5

25.7

22.5

33.5

40.8

41.7

48.2

48.2

39.9

37.2

38.1

7.3

8.7

6.4

6.9

18.3

18.3

11.9

15.1

14.2

21.1

26.6

24.3

4.6

3.2

2.3

1.8

3.7

4.1

5.0 2.3

4.1

5.5

2.3

3.2

1.8

4.1

1.4

2.3

4.6

2.3

2.3

5.0

2.8

4.1

2.8

4.6

4.1

3.7

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

政策決定における男女共同
参画の推進　　　　　　　

男女共同参画の地域づくり

子育て・介護と社会参加の
両立支援　　　　　　　　

労働環境の整備　　　　　

教育・学習の充実　　　　

女性への暴力対策　　　　

推進拠点の整備・充実　　

男女共同参画計画の策定　

よくなった どちらかと
いうと
よくなった

かわらない どちらかと
いうとよく
なっていない

よくなって
いない

取り組みを
知らない

無回答

9-2 施策に対する満足度（満足度評価） 

 “よくなった”がすべて４割を下回り、特に評価が低いのは『労働環境の整備』で１割台。 

 各施策に対する満足度については、「よくなった」と「どちらかというとよくなった」をあわせ

た“よくなった”がすべて４割を下回っており、特に評価が低いのは『労働環境の整備』で 16.5％

と１割台となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 施策に対する満足度 （回答者総数：218人）
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図 様々な場面における男女平等感 

34.8

27.8

14.4

14.4

7.9

21.4

22.7

9.4

33.7

28.9

48.4

28.0

27.1

20.8

21.2

32.6

24.1

25.8

6.1

29.7

18.2

13.1

8.1

13.6

9.4

12.3

12.5

11.0

11.4

11.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭の中で　　　

学校教育の中で　

職場の中で　　　

地域社会の中で　

社会通念や習慣、
しきたりの中で　

法律や制度の上で

平等になっている 平等になっていない どちらともいえない わからない 無回答

9-3 関連設問 

（１）様々な場面における男女平等感（問 29） 

 「平等になっている」は『家庭の中で』や『学校教育の中で』、『法律や制度の上で』が比較的
高い。その一方、「平等になっていない」は『社会通念や習慣、しきたりの中で』や『職場の中で』

が比較的高い。 

 市では佐倉市男女平等参画推進条例を制定し、男女平等参画社会の実現をめざしています。 

 市民に様々な場面における男女平等感をたずねたところ、「平等になっている」は『家庭の中で』

が 34.8％、『学校教育の中で』が 27.8％、『法律や制度の上で』が 21.4％で比較的高くなってい

ます。 

 その一方、「平等になっていない」は『社会通念や習慣、しきたりの中で』が 48.4％で特に高

く、次いで『職場の中で』も 33.7％で比較的高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（回答者総数：543人）
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53.6

41.3

29.1

19.5

18.6

15.5

14.4

9.8

0.9

8.8

7.9

0.0 20.0 40.0 60.0

高齢者福祉サービスの充実　

保育所、学童保育などの充実

女性の就労支援　　　　　　

市政運営の場への女性の積極
的登用　　　　　　　　　　

男性参加の機会となる催しの
拡充　　　　　　　　　　　

女性に対する相談体制の充実

男女平等教育の充実　　　　

講演会など、学習機会の充実

その他

特にない

無回答

（２）男女平等参画社会推進のために望むこと（問 30） 

 「高齢者福祉サービスの充実」が高い。 

 今後、佐倉市において男女平等参画社会づ

くりを推進していくために、市に望むことを

たずねたところ、「高齢者福祉サービスの充

実」が 53.6％で最も高くなっています。 

 次いで「保育所、学童保育などの充実」が

41.3％、「女性の就労支援」が 29.1％で続い

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 男女平等参画社会推進のために望むこと(複数回答） 

（回答者総数：543人、単位：％）
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46.2

34.3

19.9

17.1

12.7

10.1

8.5

5.9

4.6

18.6

0.0 20.0 40.0 60.0

健全な財政運営　　　　　　　

計画的・効率的な行政運営　　

平和で思いやりのある社会づく
り　　　　　　　　　　　　　

広域的な視点によるまちづくり

市民に開かれたシステムの確立

行政施設の整備　　　　　　　

コミュニティ活動の推進　　　

情報ネットワークづくりの推進

男女共同参画社会の実現　　　

無回答

 

第 10節 重点的に取り組むべき施策 

10-1 重点的に取り組むべき施策（問 32） 

 「健全な財政運営」が最も高く、次いで「計
画的・効率的な行政運営」が続く。 

 「まちづくりの推進について」これからの

５年間（平成 18 年～22 年度）、重点的に取

り組むべき施策をたずねたところ、納税啓発

や歳入・歳出の執行管理など「健全な財政運

営」が 46.2％で最も高くなっています。 

 次いで、総合計画の策定や行政改革の進捗

管理など「計画的・効率的な行政運営」が

34.3％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 重点的に取り組むべき施策（複数回答） 

（回答者総数：543人、単位：％）


